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第３学年 学年通信 第１号 
                

 進級おめでとうございます。３月中の自宅学習期間は有意義に過ごせましたか？ 

時間に少しゆとりができて、普段できないこともできたことと思います。 

時の流れは本当に早く、君たちが飛驒高山高校に入学して２年が経過しました。山高に合格した時

の気持ちや目標を思い出し、「進路実現」に向けて、充実した年にしてください。 

今年１年間の目標は『進路実現』です。 

自分の夢や希望する進路を掴み取りましょう。昨年以上に充実した年としてくださ

い。 

 

１ 規則正しい生活習慣を確立しよう 

飛驒高山高校の生徒として、恥ずかしくない生活をしましょう。大切にしたいことは「学校を休

まない（社会人になったら休めない時もあります。休まなくてもいい体力を備えましょう。）」・「自

ら進んで挨拶をする（立ち止まってしっかり挨拶をしてください。）」・「時間を守る」・「身だしなみ

を整える」です。これらのことを当たり前のこととして徹底してください。きちんとした生活リズ

ムで生活することは、様々な面で良い効果をもたらします。 

 

２ 確かな「学力」を身につけよう 

卒業後の進路が希望どおりになるかならないかは、大きな違いです。2 年間言い続けてきました

が、「毎日の授業に集中する」・「日々の家庭学習を習慣づける（毎日最低 1 時間は家庭学習をし

ましょう。）」ことを継続するために、全力で努力していきましょう。 

１年生の目標は「自分を見つめる（知る）」とし、自分自身を分析してもらいました。2 年生の

目標は、「将来を見つめて（考える）」とし、どんな人間になりたいのか？どんな仕事がしたいの

か？を見つけてもらったと思います。今年は、夢を実現する年です。精一杯頑張り、夢を掴み取り

ましょう！(^_^) 

 

３ 積極的に「文武不岐」を目指そう 

  「文武不岐」とは、勉強と部活動は切り離せない、両方とも頑張らなくてはならないという意味

です。1 年生に入部した部活動を継続し、最後まで続けましょう。今年は、最高学年として、色々

な場面で学校全体を引っ張り、後輩の目標となってください。 

学習においても、最後まで諦めず、挑戦し、今までの頑張りを結果として残してください。学習

内容は少しずつ難しくなり壁にぶつかることもあると思いますが、壁を乗り越えられるようしっか

り頑張りましょう。一人だけで背負い込まず、周りの人と協力しましょう。 

最後に、昨年も同じことを言いましたが、「決していじめは許さない」山高では、決して

いじめを許しません。「相手の気持ちを考え、人に優しくできる人になってください。」また、

「周りへの感謝の気持ち」を常に考えて生活を送ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【進路の書類に許可印をいただく際のマナー】 

 

 今年度は、進路に関するさまざまな書類に、「捺印（なついん）」をもらう機会が多くあります。 

例えば、「企業見学許可願」「受験許可願（就職・進学）」「受験報告書」などの書類を持って、

各先生方を回り＜担任 → 進路指導主任 → 教務主任 → 教頭 → 校長＞、許可のお願い

や報告をします。正しい言葉遣い（マナー）で行ってください。 

 

～書類に「捺印（なついん）いただく場合のマナー～ 

 

 ※服装を整える。（正しい身だしなみで） 

 

 『入室時』 

  

① 「失礼します。」 

 

② 「〇年〇組  氏 名  です。」 

 

③  用件を述べる。「例：受験許可願の提出に来ました。」    

      ＜礼：おじぎ＞  

 

『入室後』 

  

④ 「お仕事中、失礼します。」 

「お食事中失礼します。」 

「お忙しいところ失礼します。」 

     ＜礼：おじぎ＞ 

 

⑤ 用件を正しく伝える。 

＜誰（クラス・氏名）・いつ・どこに（場所）（学校・企業名）・何をしに＞ 

 

「例：わたくし、〇年〇組 氏名 ですが、９月１６日に高山市にあります飛騨高山

株式会社の入社試験に参りますので、許可の捺印（なついん）をお願いいたします。」 

         

      （注）「ハンコウください。」「印鑑ください。」は、ダメ！ 

 

⑥ 「お忙しいところ、ありがとうございました。」 

      

⑦ 「失礼します。」 

       ＜礼：おじぎ＞ 

 

『退室後』  

 

⑧「失礼します。」 ※「失礼しました」は謝罪の時だけにつかう。 

       ＜礼：おじぎ＞ 

 

 『おじきについて』 

   ① 言先後礼 

    

 

 

 

 

 


